














































































1）パー ソテノリコンピュー タ(EPSONPC-386):とカラー ・イメー ジスキャ
.0ヅ『
ナ(EPSONGT-6000)を中心としたイメージ入力サグシステム、





























































































平均 76.26 69.39 53.00













































































































































































































































































閾 値 89 83 63
ク ラ ス0の平均 4.4499 5.2603 3.9982
ク ラ ス1の平均 174.9671 160.8677 122.5050
クラスOの生起確率 0．5789 0.5878 0．5865
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図20．クラスタ分析による表文字領域の抽出例
－62－
古典原本のイメージノイズ除去に関する一考察（原）
*******LinearDiscriminantAnalysysofTwoGroups******
**********BasicStatisticsoftheFirstGroup**********
NumberofCases=651
Variable
（1）
（2）
(3)
Average
25.05837
20.80952
20.89708
VarianceS.D
708.1165826.61046
356.7236318.88713
538.1048023.19709
Covariance(Upper)
（1）
(1)708.11658
(2)0.68130
(3)0.68483
andCorelation(lower)Matrix
（2）（3）
342.41727422.73831
356.72363218.20958
0.49805538.10480
DeterminationofCovarianceMatrix=38540156.000000
**********BasicStatisticsoftheSecondGroup**********
NumberofCases=849
Variable
（1）
（2）
（3）
Average
157.59836
135.63840
100.96113
Variance S.，
912.5053130.20770
1887.3890443.44409
1460.6575938.21855
表1．クラス4とそれ以外のクラスを分割する線形判別関数の出力例
－63－
Covariance(Upper)
（1）
(1)912.50531
(2)0.64486
（3）0.63642
andCorelation(lower)Matrix
（2）（3）
846.27350734.74274
1887.389041130.20508
0.680691460.65759
DeterminationofCovarianceMatrix=690534912.000000
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Coefficientl
Coefficient2
Coefficient3
Constant
CoeficientofLDF
-0.16506
-0.03401
0.04135
15.21539
表1（続き）
－64－
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
古典原本のイメージノイズ除去に関する一考察（原）
タとした。
予備的な観察から、
1）多くのピクセルは直線R=G=Bの周辺に分布する、
2）朱文字のようなピクセルは1）とは異なった位置に分布する、
3)RGBの各輝度分布は2峰性を示す、
ことが分かった。
これより、和紙と文字の分離は上記3）の性質より、RGBの各輝度分布に対
して判別閾値選定法を適用することにより達成できた。また1）及び2）の性質
より同手法で「朱文字」部分の分離も可能である。しかし本法では、
1）「表文字」の周辺部が脱落してカスレたようになりやすい、
2）和紙と「裏写り」の分離が不十分、
という問題点があった。そこで、教師情報なし判別法の一法であるクラスタ分
析を適用して、分離精度の向上を試みた。本法ではある程度の分離精度の改善
を得たが、
1）計算コストが高い、
2）画一的な手法やパラメータの適用では古典原本に対処できない、
などの問題点も明確になった。
以上より、古典原本のイメージノイズ除去にカラー情報の利用が有効である
ことが確認された。今後の研究課題としては、より低コストな大域的領域分割
法の開発と、分割された領域周辺の局地的情報を利用した分割精度の向上が挙
げられる。》
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